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令和７年度 住之江区区政会議第３回全体会 会議録 

 

１ 開催日時 令和８年３月１７日（火）１９時００分から２０時４５分まで 

 

２ 開催場所 すみのえ舞昆ホール 

 

３ 出席者〔区政会議委員〕  

     （会場参加） 

     小川 宗治 議長、糸岡 智美 副議長 

はぐくみ・教育部会：勝原 真一 委員、杉村 和朗 委員、高橋 邦恵 委員 

     茶谷 尚世 委員、畑中 信人 委員 

すこやか・まちづくり部会：久保 正恵 委員、鈴木  明 委員、高田 尚史 委員 

     谷本さやか 委員、三木 康彰 委員 

防災・安全部会：五十崎晴久 委員、大山 妙子 委員、坂田 光典 委員 

     太郎良勇二 委員、中川 隆夫 委員、山中 啓輔 委員 

〔市会議員〕 

     岸本  栄 議員 

     木村  ひかり 議員 

     片山  一歩 議員 

〔住之江区役所〕 

     藤井 秀明 区長 

     玉置 信行 副区長 

      

     来馬  恵 ＩＣＴ・企画担当課長 

     井平 伸二 協働まちづくり課長 
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     戸井 正人 防災安全担当課長 

     三宅 政則 窓口サービス課長 

     松本 勝也 保健福祉課長 

     藤原  学 子育て支援・教育担当課長  

     福田佳代子 保健担当課長 

     岩本  穣 生活支援課長 

     岸田詠美子 ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 

４ 議 事 

  （１）令和８年度住之江区運営方針（案）について  

  （２）その他 

 

５ 発言内容 

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理 

 皆様、こんばんは。 

本日はお忙しい中、ご出席賜りましてありがとうございます。  

 ただいまより令和７年度住之江区区政会議第３回全体会を開催させていただきます。 

私は、本日司会を務めさせていただきます住之江区役所総務課ＩＣＴ・企画担当

課長代理の岸田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。失礼して着席させ

ていただきます。 

 それでは、本日出席いただいている委員の皆様をご紹介いたします。お手元の名簿

を見てご確認ください。 

 今、会場にお越しいただいている委員は「はぐくみ・教育部会」より杉村委員、小

川委員、高橋委員、茶谷委員、畑中委員。「すこやか・まちづくり部会」より三木委

員、久保委員、鈴木委員、高田委員、谷本委員。「防災・安全部会」より五十崎委員、
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糸岡委員、大山委員、太郎良委員、中川委員、山中委員でございます。  

 本日、区政会議午後７時現在で全委員２３名中１６名のご出席をいただいておりま

すので定足数である委員定数２分の１以上を満たしておりますことをご報告いたしま

す。 

 また本日、アドバイザーとしてご出席いただいております市会議員の皆様をご紹介

させていただきます。 

 市会議員の片山様でございます。  

○片山市会議員 

 こんばんは。片山でございます。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 市会議員の岸本様でございます。  

○岸本市会議員 

 こんばんは。お世話になります。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 市会議員の木村様でございます。  

○木村市会議員 

 よろしくお願いします。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 本日、市会議員の松崎様、府議会議員の永井様におかれましては公務のためご欠席

でございます。 

 住之江区役所の出席者につきましては時間の都合上、配席表にてご確認ください。

職員が発言する際には、役職と名前をお伝えしますのでよろしくお願いいたします。 

 なお、大阪市では近年の気候変動対策をはじめとする環境施策や職員の働き方改革

の関連を踏まえ、軽装勤務の通年化を実施しております。気温や体調等に応じた快適

な服装での会議出席になりますのでご了承ください。  
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 この会議におきましては個人情報などの非公開情報はございませんので公開とさせ

ていただきます。本日の資料と併せて後日議事録を公表し、議事録には発言者と発言

内容を掲載いたします。また本会議中の映像と音声記録及び広報用に写真撮影をさせ

ていただきますので、ご了承ください。また区政の区民参加の充実に向け、本日の全

体会の様子を録画させていただき、会議録公開までの期間限定の YouTube動画として

区のホームページへ掲載しておりますのでご理解いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

 それでは会議に先立ちまして、住之江区長の藤井よりご挨拶させていただきます。 

○藤井区長 

 皆さん、こんばんは。住之江区長の藤井でございます。  

 今日は、大変お忙しい中、お仕事もあられる中、本会議にご参集いただきまして本

当にありがとうございます。また新メンバーになってから、この各部会での議論も非

常に活発と伺っております。また、前向きで建設的なご意見も多数いただいていると

伺っております。本当にうれしく、心強く思っております。本日もどうか活発なご議

論をしていただければと思います。 

 先ほど、開会の前に音楽が流れておりましたけども、もう既に耳にされた方もいら

っしゃると思うんですけど「ええまち住之江」といいまして、住之江区のイメージソ

ングでございます。昨年の８月から１１月まで公募して３７曲の応募の中から、専門

家の方のご意見もいただきながら選ばれたイメージソングです。これからスーパーで

すとか、フェリーターミナルなどでも流れながら、くせになりそうなメロディーの曲

なんですけれども、ぜひ愛着、親しみを持っていただけるように区としても広げてい

こうと思いますので、どうかかわいがってあげてください。よろしくお願いいたしま

す。 

 今日ですね、この会議は「令和８年度住之江区運営方針（案）について」を議題と

しておりまして、運営方針の策定及び取組について議論いただくこととなっておりま
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す。ぜひ皆様方の真摯な忌憚のないご意見をいただきまして、ぜひ活発なご議論をい

ただければというふうに思っております。どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは本日もお願いいたします。ありがとうございます。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 ありがとうございました。  

 続きまして、資料の確認をさせていただきます。まず本日の全体会の次第でござい

ます。住之江区区政会議委員名簿。資料１「令和８年度住之江区運営方針（案）につ

いて」。資料２「各部会から出された主なご意見」。参考資料「令和８年度住之江区

予算事業一覧（案）」でございます。そのほか、次第には記載しておりませんが「区

政会議について」がございます。区政会議でいただきました委員のご意見は地域活動

協議会会長会で報告するとともに、地域活動協議会の仕組みや活動内容などについて

は全体会で報告し、相互に情報共有を図っているところです。また住之江区役所公式

ＳＮＳ、ウェブサイトについては区役所が情報発信を行っているＳＮＳ及びウェブサ

イトのご紹介として配付しております。合わせて、住之江区まちづくりセンターにお

いてもＳＮＳで地域活動に関する情報発信をしておりますので、ご紹介として配付し

ております。また、先ほど藤井区長からもお伝えいたしました住之江区イメージソン

グについてご紹介として配付しております。こちらに掲載しております二次元コード

より曲をお聞きいただくことできますので、またぜひお聞きください。お手元にござ

いますでしょうか。 

 資料１「令和８年度住之江区運営方針（案）について」は、各部会で使用した資料

を取りまとめたものです。続いて、資料２「各部会から出された主なご意見」につき

ましては、各部会においていただきました委員の皆様からのご意見を具体的取組ごと

に掲載し、取りまとめています。後ほど、各部会長より報告がありますので、ご確認

ください。 

 次に発言に当たっての注意事項をお伝えいたします。発言は必ず議長から指名があ
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った後に行ってください。実際に手を挙げていただき議長からの指名をお待ちくださ

い。係の者がマイクをお持ちいたしますので、マイクが手元に参りましたらお名前を

名のった上でご発言ください。  

 それでは議事に移ってまいります。議事進行につきましては、小川議長にお願いし

たいと存じます。小川議長、どうぞよろしくお願いいたします。  

○小川議長 

 はい、皆様、こんばんは。それでは議題１の「令和８年度住之江区運営方針（案）

について」に移りたいと思います。  

 事務局より何かありますでしょうか。  

○来馬ＩＣＴ・企画担当課長  

 ＩＣＴ・企画担当課長の来馬でございます。私のほうから、お手元の参考資料のほ

うについてご説明させていただきます。座らせていただきます。  

 まず参考資料１の「令和８年度住之江区予算事業一覧（案）」につきまして、ご説

明させていただきます。Ａ３の資料となっております。  

 こちらの資料につきましては令和８年度の住之江区関連予算のうち区長自由経費と

して、区長マネジメントにより施策の選択と集中を進めながら予算の算定を行い、予

算案として公表された予算事業一覧として現在、市会でもご議論いただいているもの

でございます。こちらの一覧には、本日区政会議委員の皆様にご議論いただく令和８

年度住之江区運営方針（案）に掲げております具体的取組に係る事業につきまして区

政会議の該当部分ごとに色分けし、表の一番右側の列に該当部会名を示しております。 

 住之江区役所としまして、令和８年度予算案に計上いたしました要求額の合計額は、

一覧の一番下の欄に記載されておりますように庁舎設備維持費等も含めまして、４億

５２６万７，０００円となっております。区政会議委員の皆様には、住之江区予算の

概要やどのような事業が行われているかなどをご覧いただければと思います。  

 令和８年度新年度予算事業一覧（案）に関する説明は以上でございます。よろしく
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お願いいたします。 

○小川議長 

 ありがとうございました。  

 それでは各部会より部会の中で出た主な意見と、それに対する区役所からの見解等

について報告していただきます。全ての部会の報告と区役所の説明の後に委員の皆様

から部会を越えたご意見を頂戴したいと思います。  

 初めに、はぐくみ・教育部会より報告をよろしくお願いします。  

○杉村部会長 

 はい、はぐくみ・教育部会の杉村です。  

 はぐくみ・教育部会では２月１９日に第３回の部会を開催し、全８名中７名の参加

がありました。令和８年度住之江区運営方針（案）について意見交換を行いました。

それでは、第３回はぐくみ・教育部会において意見交換を行った主な内容について報

告いたします。 

 まず初めに区役所から令和８年度住之江区運営方針（案）についての説明があり、

その後具体的な取組の説明がありました。 

 資料１の５ページの「具体的取組」、資料２の１ページに部会での意見交換が記載

されておりますので、ご覧ください。 

 区役所からは「安心して子育てができ、子どもたちが笑顔で育つまち」に向け、支

援が必要な児童生徒への取組と、全就学前児童への切れ目のない見守り環境の整備の

取組についての説明がありました。  

 次に「子どもたちがいきいきと学び、成長していくまち」に向け、児童生徒の学力

向上に向けた取組とチャレンジ精神や課題解決力を身に付けたり、学習の目的を見つ

けたりする機会づくりの取組についての説明がありました。  

 これに対し委員からは、基礎学力アップ事業のチラシを個別に配布していただいて

いるがホームページにも掲載してはどうか。また、広報紙に載せて周知してはどうか。
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また、基礎学力アップ事業についてなかなか受講できない児童生徒もいるので、オン

ラインや動画などの活用も含めいろいろな機会や環境を整えることで参加者の増加に

つながると思う。基礎学力アップ事業の周知に際し、楽しそうに受講している子の様

子の動画や写真を載せたり利用者の声を載せる工夫などしてはどうか。また見せ方を

工夫し、興味を持ってもらえるようなチラシを作成してはどうか。日本語が分からな

い外国籍の児童生徒について通常の授業もしっかりできるように対応してほしい。  

 最後に、大阪市習い事・塾代助成事業について、対象世帯への手続を簡素化すれば

利用率が伸びるのではないか、といった意見がありました。  

 これに対し区役所からは、この事業に興味を持ってもらえるようチラシなどの見せ

方に工夫を凝らしながらホームページや広報紙で周知を行ってまいります。またオン

ラインや動画の活用と合わせて実施拠点の拡大に取り組むことで受講機会の確保を図

ってまいります。最後に、学校における外国籍の児童生徒への対応や大阪市習い事・

塾代助成事業の手続の簡素化の意見については担当局へ伝えてまいります、との意見

がありました。 

 特に具体的取組１－２－１「児童、生徒の学力向上に向けた取組」については、放

課後の学校施設を利用し、大阪市習い事・塾代助成事業を活用した民間塾事業者との

連携による課外授業を行っております。この事業につきましては、課題と参加者数の

増加に向け、さらに周知の必要があると考えております。令和８年度も継続して実施

する予定ですが参加者数の増加につながるよう、よい取組などありましたら皆様から

ぜひご意見を頂戴したいと思っております。  

 以上、はぐくみ・教育部会からの報告を終わります。  

○小川議長 

 ありがとうございました。 

 次に、すこやか・まちづくり部会より報告をよろしくお願いいたします。  

○三木部会長 
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 皆さん、お疲れさまです。すこやか・まちづくり部会は、２月１８日に第３回部会

を開催し、７名全員の参加の下、令和８年度の住之江区運営方針（案）について意見

交換を行いました。具体的な議論の内容についてご報告いたします。  

 資料１の１０ページからオレンジの枠のところですけれども具体的取組を掲載され

てます。２８と２９ページに付属資料、資料２の２ページに部会での意見が記載され

ておりますので、ご覧ください。 

 まず区役所から資料１の１０ページから当部会が所轄する経営課題２の４つの取組

ごとに令和８年度の取組についての説明がございました。その後、各取組内容につい

ての確認、改善案などについて意見交換を行いました。 

 主な意見としては、「地域福祉の充実」の取組に関して、地域ではいろいろな行事

を行っているが参加しているメンバーはほぼ同じで、参加してない人とつながること

が難しい。近隣のつながりが大切になるというふうな意見がありました。 

 次に、「多様な主体と連携した地域活動協議会による自律的な地域運営の促進」に

関しては、若い世代の人にイベントへ参加してもらうため同窓会ネットのようなもの

をつくってつながる機会をつくったり、二十歳のつどいなどを利用して意見を聴いて、

新たなイベント企画につなげて、運営にも参加してもらうようなことを考えられない

かという意見や、子どもが少なくなって活動や行事の実施が困難になっている地域も

ある。子育て世代に住んでもらうために元オリンピック選手によるイベントや相撲部

屋が区内に来るなどの魅力ある情報を積極的に発信していくことが必要といった意見。

また、大和川に生息しているうなぎを学校で飼育したい人や大和川での開放をやりた

い人の情報、スポーツ教室が指導者不足で困っているとか、ソフトボールの指導がで

きるなどの情報を発信するのもよいのではないかといった意見。子どもからお年寄り、

外国人など町会のみんなで毎日掃除をし、花を植えるなどして大阪市で一番きれいな

まちをめざすなどの取組はどうでしょうかという意見がありました。  

 一方、しかしながら協力的な人ばかりではないので、まず住んでいる地域でやれる
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ことから始めることで周りに広がっていくこともあると思う。リーダー的な人への支

援は必要じゃないか、というような意見がありました。 

 次に「地域の魅力の共有と発信」に対しては、ＳＮＳなど若い人向けにターゲット

を絞って興味がありそうなテーマを決めて情報発信していくほうがよいという意見や、

自分たちの区では、いろいろな取組をやっているんだということを身近に感じてもら

えるような情報を届けてほしいといった意見。ＳＮＳやＬＩＮＥの活用は寂しいと感

じる人も多い。掲示板の活用もこれからも大事だというような、ちょっと反対の意見

もありました。 

 区役所からは、区全体で隣近所のつながりが希薄になっているのでつながりづくり

を進めるに当たり、どう取り組んでいけばよいのか、実際に地域で住んで感じておら

れるようなことをお聞かせいただきたいというふうな説明がありました。  

 その他、区のビジョンが少し抽象的なので具体的な目標をつくる必要があるんじゃ

ないかというような話がありました。この区政会議では、いろいろなアイデアが出る

のですが、もうちょっと実現可能なテーマを絞ってそれに取り組んでいくようなこと

をしたほうがいいのではないでしょうか。他の区にはない住之江区のいいところをア

ピールしないと若い人など住民が増えないという意見がありました。 

 意見交換の内容は以上です。 

 この後、地域の運営や取組・行事に新たな人に参加してもらうための工夫について、

参考となるような意見をいただければ幸いです。  

 以上です。 

○小川議長 

 ありがとうございました。  

 次に、防災・安全部会より報告をよろしくお願いいたします。  

○五十崎部会長 

 こんばんは。防災・安全部会の五十崎です。よろしくお願いします。  
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 防災・安全部会は２月１７日に第３回部会を開催し、全員８名中７名の参加の下、

令和８年度住之江区運営方針（案）について意見交換を行いました。 

 それでは、意見交換を行った主な内容について、ご報告いたします。 

 まず資料１をご覧ください。資料１の１８ページ・１９ページをご覧いただきたい

と思います。 

 初めに区役所から１８ページと１９ページにより経営課題３「安全・安心に暮らす

ために」に関して３－１「災害に強いまち」。３－２「防犯意識の高いまち」。それ

ぞれの課題設定の根拠となる現状やデータについて説明がありました。  

 続いて、２０ページから２２ページをご覧ください。 

 ２０ページでは、３－１「災害に強いまち」に係るめざす成果及び戦略についての

説明がありました。具体的な取組として、２１ページにおいて、３－１－１「自助、

近助・共助による防災力の向上と圧倒的多数の人材育成」について説明があり、２２

ページにおいて、３－１－２「減災のための環境整備」についての説明がありました。 

 続きまして、２３から２５ページをご覧ください。  

 ２３ページでは、３－２「防犯意識の高いまち」に係るめざす成果及び戦略につい

ての説明がありました。具体的な取組として２４ページにおいて、３―２－１「防犯

意識の向上に向けた啓発」について説明があり、２５ページにおいて、３―２－２

「街頭犯罪抑止のための環境整備」についての説明がありました。 

 次に、資料２の２ページ、裏面をご覧ください。  

 委員からは、次のような意見がありました。災害が起きたときの状況が想像できな

かったり、津波が来ても何とかなると思っている方もいるのではないか。発災時の状

況を映像で見てもらえれば防災知識の向上につながると思う。次に、地域防災訓練に

ＰＴＡや子ども会の方、一般住民の方などにたくさん参加してもらえるようＳＮＳで

の啓発や直接電話で呼びかけるなど周知してはどうか。続いて、地域防災リーダーに

よる放水訓練を子どもたちに見てもらい、実際に触れてもらえれば防災の関心が高ま
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ると思う。また、避難カードについて小中学校を通じて配布し、保護者に見てもらう

ことで子どもにも保護者にも関心を持ってもらえるのではないか。避難カードは配布

するだけではなく、実際に記入してもらうことで防災意識の向上につながると思う。

防災意識の向上に向けては地道に啓発活動に取り組むことが重要である。防災士によ

る休日の出前講座の開催など啓発の機会を増やしてはどうか。いざというときに行動

できるようになるために何度も訓練を重ね、体で覚えることが非常に重要であると思

う。といった意見がありました。  

 第３回「防災・安全部会」では、防災力の高いまちをめざした取組や、防犯意識の

高いまちをめざした取組について意見交換を行いましたが、ふだんからの備えなど区

民の防災意識の向上に向け、どういった取組が効果的であるかや大阪防災アプリ、避

難カード等の利用促進について、皆さんからのご意見をいただきたいと思います。  

 防災・安全部会からの報告は以上です。  

○小川議長 

 ありがとうございます。  

 それでは各部会からの報告を踏まえて、部会を越えて委員の皆様で意見交換など、

よろしくお願いします。ご意見のある方は挙手を願います。先ほど、また事務局のほ

うから説明があったとおり、なるべく多くの委員からご意見をいただきたいと思いま

すので、できる限り簡潔にお願いします。  

○五十崎部会長 

 防災・安全部会の五十崎です。よろしくお願いします。  

 私は、はぐくみ・教育部会の「民間の塾事業者との連携に伴う課外授業への参加者

増につながる取組について」ということでちょっと提案をさせていただきたいと思い

ます。私の知り合いに塾を経営している者がいまして、ちょっと聞きますと大東市の

取組なんですけれども公益社団法人全国学習塾協会というのがあるらしいです。そこ

で大東市が全国で初めてじゃないかなということで委託を受けて、要するに学校の放
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課後じゃなくて土曜日にそういう塾の形式をやっているということで、ある一定の学

力の成果が上がっているという話を聞きました。そういった協会で、またそういう取

組の内容とか参加者増につながる、そういうことが聞けるんじゃないかなと思いまし

て、ちょっと情報提供させてもらいます。 

 もう１点あるんですけれども、こちらは防災にも関わってくるんですけども子ども

さんたちにちょっと関心を持ってもらうように何か最近メタバースということ。私、

年寄りはちょっとあんまり縁のないあれなんですけども実際、自分が仮想空間の中に

おいて自分が分身になって、アバターとなって防災でしたら仮想空間の中で自分の分

身が避難訓練をするという、そういった体験型。そういうことが今子どもたちには人

気になっていると、またそういうゲーム性を捉えて関心を持ってもらえるんじゃない

かなと。それは防災に対しても、子ども教育に関してもやっぱり同じような共通にな

ると思います。一応、そういった情報提供ございます。ありがとうございます。  

○小川議長 

 ありがとうございます。この件に関して。  

○藤原子育て支援・教育担当課長  

 すみません。子育て支援教育担当課長の藤原です。 

 先ほどの公益社団法人の情報ということで、大東市でやられてるということで情報

ありがとうございます。ちょっとまだ具体的な中身は見れてないんですけども先ほど

おっしゃっていただいた内容を基に参加者数の増を見ていきたいと思いますので、ど

うも情報提供、ありがとうございます。よろしくお願いいたします。  

○戸井防災安全担当課長 

 続きまして、防災安全担当課長の戸井と申します。 

 五十崎部会長、ありがとうございます。先ほども、この部会が始まる前に資料を見

ながら説明を受けたところなんですけれども。やっぱりこの部会の中でも防災意識を

高めるために何が必要かということで言うと、啓発の中でも興味を持ってもらうこと
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が大切だということが重要だという答えに至るんですけれども、先ほどみたいに仮想

空間とか、そういった民間の施設に出向いて行くというところまで私、行政の中では

なかなか見つけることができなくて、そういった情報交換ができるというか関係づく

りというんですか。そういったところで行政の中でも何か生かしていけることがない

かということで日々見つけていきたいなと思っておりますので、引き続きまた何かご

ざいましたら連携していただければと思います。ありがとうございます。  

○小川議長 

 はい、ほかにご意見はないですか。  

 三木部会長、お願いします。  

○三木部会長 

 まちづくりで一番大事なのは、やはり住んでくれる人が増えることで、２０４０年

問題。どんどん人口が減ってくるという予想の中で、どういうふうにして住んでくれ

る人を確保するかというのが一番大事なんじゃないかなと思っているんですが。僕の

考えでは、一つのアイデアでは未婚率も高くなってて地方では、お見合いパーティー

とかそういうのを行政が中心になってやってたりしてる事例もあるそうなんですが。

大阪市内といえども将来に備えて、地方都市がやっているような工夫を行政が主導で

やられたらどうでしょうか。 

 以上です。 

○小川議長 

 ありがとうございます。今のご意見。  

○井平協働まちづくり課長  

 協働まちづくり課、井平です。ご意見ありがとうございます。  

 今のご意見に対して、すぐにちょっとどうこうという話はなかなか難しいですけど、

そんなほかのところの状況などまた点検しながら区でできるかどうかも含めて、また

考えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。  
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○小川議長 

 茶谷委員、お願いします。  

○茶谷委員 

 はぐくみ・教育部会の茶谷です。よろしくお願いします。  

 ちょっと予算を見せていただいてまして質問なんですけれども、新たな地域コミュ

ニティ支援事業と豊かなコミュニティとマルチパートナーシップ等形成促進事業とい

うのは、そもそもこれはどういう内容なのかというところと、あと住之江区で問題に

なってることを自分なりに調べたところ少子高齢化というところで、先ほどおっしゃ

られたような内容と同じなんですけれどもどんどん人口が住之江区内で減っていると

いうところが何よりも問題だと思っています。そう考えたときに、まずこちらの事業

に割り当てられている予算と、あと「すみのえ子ども子育て支援事業」３２万円とか

少子高齢化に向けた予算、そこをどうにかしないといけないというような予算という

のは一体どれに当たるのか。どれぐらい、そこにかけられているのかというのがちょ

っとここから私が見てとることができなかったので、もしそこが分かれば、ぜひ教え

ていただきたいです。 

○井平協働まちづくり課長  

 ありがとうございます。協働まちづくり課長、井平です。  

 今のご質問の中で、まず新たな地域コミュニティ支援事業ですけど、これにつきま

しては、大阪市としては地域の活動は、地域が自主的に活発にいろんな活動をするこ

とで、地域なり大阪市全体がにぎわっていくという考え方で地域の自律化というのを

支援しています。その中で、地域の中では地域活動協議会という協議会をつくって活

動されているところに補助金の支援をしてまして。それプラス、その地域活動協議会

が自律して運営していくための支援ということで会計であるとか、そういう団体さん

の運営支援とか、あと担い手を探すための支援とか、そういうのをするために各区で

中間支援組織まちづくりセンターというのをつくって支援をしております。そのまち
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づくりセンターの委託事業のお金が新たな地域コミュニティ支援事業になります。  

 あと豊かなコミュニティとマルチパートナーシップ等形成促進事業といいますのは

区全体でいろんなイベント等が活発に行われて、にぎやかになるために委託事業をし

ておりまして、現在は大阪市のコミュニティ協会の住之江区支部が受託しておりまし

て、具体的な事業名としては区民まつりであるとか、あと各種スポーツ大会の中で言

うとマラソン大会。あとハイキングであるとか、１年間を通して様々なイベントをし

ていただいている事業内容になります。  

 最後に子育て、少子高齢化対策ということで言われたんですけど具体的に少子高齢

化の対策というのは区で具体的にやるのは難しいと思うんですけど。今言った地域の

支援であるとか、イベント等の実施につきましても全体、地域の中がにぎやかになっ

て魅力的なものになれば一定、人も住んでいただいたりとか、そういう対策にはなる

のではないかなというふうには思っております。  

○藤原子育て支援・教育担当課長  

 子育て支援・教育担当課長の藤原です。ご質問ありがとうございます。  

 「すみのえ子ども子育て支援事業」ということで、３２万１，０００円ということ

で計上しております。こちらのほうにつきましては「子育てマップ」ということで、

子育て世帯に届ける情報の印刷等の情報誌「わいわい」とか、そういった情報誌用の

経費になっております。子育て世帯の部分については、大阪市全体ではやはりひとり

親助成とか子育ての保育の無償化であったり、そういった部分で子育てに対する費用

的な負担を軽減するというようなところにつきましては大阪市トータル、あるいは全

国的な内容で実施しているところがございます。住之江区としましては、子育てしや

すい環境ということでこういった広報活動とか周知活動をすることによって、子育て

の不安とか相談をしやすいハードルを区役所としていつでも相談してもらえるような

ところにちょっと重点を置きながらやっていっているというところと、一方では先ほ

ど申し上げましたように大阪市トータルで子育て世帯の負担を少しでも軽減していっ
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て、子育てがしやすい環境をつくっていこうというような流れで進んでおります。 

 ちょっと補足のほうをお願いします。  

○松本保健福祉課長 

 保健福祉課長の松本です。よろしくお願いします。  

 今、井平課長や藤原課長からも説明していただいてますけれども、大阪市全体とし

て、国の方針で令和５年に「こども基本法」が施行され、それに基づいて各市町村で

も「市町村こども計画」というのをつくっております。大阪市のほうでも安心して子

どもを産み育てることができる環境の充実とか、妊娠前から子育て期までの切れ目な

い支援を充実させるとか、多様なライフスタイルで子育てできる保育サービス等の充

実など予算をつけて大阪市全体としてやってまして、それにひもづくところで区役所

も連携してやっていくという状況があります。細かいことまでここで説明できません

けれども、また大阪市のホームページで「こども計画」と引いていただいたらいろん

な事業をやっているのが見れますので、よろしくお願いします。  

○小川議長 

 はい、杉村委員、お願いします。  

○杉村部会長 

 今日の会議の中で人口減のこととかも含めてたくさん出てたんで、はぐくみ部会で

も出てました塾代助成の件、はぐくみ部会の中で話してたんですけど、４０数％、５

０％行かないぐらいの利用率となっているのが今の現状ということで聞いてます。せ

っかくいい取組だと思いますし、所得制限もなくなったということが多分、周知でき

てないのかなと思うので。部会の中でもいろんな意見が出たんですけど、今日の会議

の中で皆様からもご意見をいただけたらすごい助かるなと思いますし。東京都なんか

０１８サポートと言って０歳から１８歳まで子どもが今、５，０００円ずっと国から

もらっていると思うんですけど、あれが東京都は別で１人当たり数万円もらえるよう

になっているんですね。そういう意味では、お金のある自治体って結構子ども・子育
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てに対してすごく手厚い支援、大阪市も手厚い支援、ほかの自治体に比べたら頂いて

いると思うんですけど、そういう意味ではこれから若い世代が、大阪市は土地も高い

ですけど、どうせ住むんやったら大阪市のほうがいいわとなって。僕らの会社の中の

同僚世代もなってきているんで、そういう意味では周知っていうところがすごい大事

なのかなと思うので、いい取組をせっかくしてるけど利用率が低いというのはすごい

悲しいことだと思うので、せっかくいい制度なのでなかなか周知ができてないという

のがすごい課題だと思っています。すみません。ちょっと投げっ放しで申し訳ないん

ですけど、皆さんから良い意見を。 

○小川議長 

 区役所からいいですか。  

○藤原子育て支援・教育担当課長  

 杉村委員、ありがとうございます。子育て支援・教育担当課長の藤原です。  

 先ほどの塾代助成等の周知の部分ですね。こちらのほうにつきましては関係部局と

いうことで、こども青少年局の管轄になるんですけどもそちらのほうにも既に前の部

会でいただいた意見ということで手続きの簡素化であったり、周知ということで関係

部局のほうにはご意見としてお伝えさせていただいているところですので、区役所と

してもそういった利用率アップにつながるように周知・広報を強めていきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。  

○小川議長 

 ありがとうございます。  

 勝原委員、お願いします。  

○勝原委員 

 こんばんは。はぐくみ・教育部会の勝原です。 

 今まで話しした先ほど杉村部会長の話でやっぱりいつも私、言うんですけど発信が

難しいと思うんですけど、私の子どもは住之江区で育ちまして、所帯を持って住之江



－19－ 

区を出ていきました。２人は他区、１人は地方にいるんです。住之江区へ、戻ってお

いでやと言うんですけど戻ってきてくれません。他区では、孫が小学校２年生になっ

たんですけども学校でこういう支援があるよっていうのを発信をしてくれるらしいん

ですよ、そこの小学校は。先ほど言うたような、何か塾の制度とか、そういったのが

小学校から保護者宛てに発信をしてくれるみたいなことも言うてました。そんな感じ

で発信、難しいと思うんですけどもうちょっとどう言うんですかね。みんなで協力し

てこんな制度があるよ、こういうのがあるよというのをもっと子育て世代の親御さん

に分かるようにしてもらいたいなとは思います。私らもこういった会議をしてるいう

のを知らない人もたくさんいると思うんですよ。ネットワーク委員会では常に住之江

連合では発信はしてるんですけども、そういったアピールも大事なんじゃないかなと

は思います。それと、こどもまつりがなくなったのは寂しいです。 

 はい、以上です。 

○藤原子育て支援・教育担当課長  

 子育て支援・教育担当課長の藤原です。広報の部分ということでありがとうござい

ます、ご意見。はぐくみ・教育部会でいただいたご意見で、チラシとか配ってもなか

なか見ないとか。かばんの中に入ったままだとか、そういったご意見も頂戴いたして

おります。そういった意味からもチラシの配布も配布であるんですけれどもチラシの

ホームページというのがございます。そちらでホームページにどんどん掲載させてい

ただいて保護者の方がそこを見たら何の事業があるのかというのが分かりやすい方法

で、今教育委員会のほうでもそういった形で進めておりますのでホームページでも検

索できるような形で進めていきたいというふうに思います。ご意見、どうもありがと

うございます。 

○小川議長 

 三木部会長、お願いします。  

○三木部会長 
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 発信ということがありましたが自信を持って自慢できる住之江区。自分が住んでる、

自分が仕事をしている住之江区のここがええんやというところをできれば部会で発信

するものを具体的に区役所と一緒に考えて、力を入れてそこを発信するように。やっ

ぱりほかの区にはない、他区にはないユニークな内容でないといけないと思うし、取

組でないといけない。ほかの区と同じことを幾らやってもよくはない、効果はないと

思います。 

 それともう一つは、やはり防災のほうでは他の区にない、ちょっと地盤が低い、土

地が低い、津波に弱いとかいう弱点がほかの区にはない弱点なので、そこを津波にな

ったら危ないからあそこら辺に住むのはやめようとかいう話になっても困るから、防

災のほうでは津波対策、ほかの区にはないその弱点についてはもっともっと議論をし

て安心・安全な土地、対策がありますよというところをもっとアピールされたらいい

と思います。ここに住み、先ほどおっしゃったように子どもさんたち３人とも出てい

ってしまったということですが、いやいや、ここに住みたいと思われるような住之江

区でなければ人口は減っていくだろうし。また、ここにおいでよと自信を持って、友

達や仲間に言えるような。僕は、うちの職員に「遠くから通うんやったら北加賀屋に

住んだらええねん」というふうに言ってるんですけども、そういうふうに「ここは、

ええ町だよ」というふうに言えるように住之江区をやっぱり区と一緒につくっていっ

て。具体的なセールスポイントを目標にして、つくっていく。例えば、南港ポートタ

ウンは、ノーカーゾーンで、それはすごく安全で子育てにすごくいいんだとか、ほか

の区にないチャームポイントですね。それが逆に不便やというようなことばっかり言

われるんですが、悪い、ネガティブな発信ではなくて、ネガティブだけど逆に取れば

ポジティブな、ウェルネスゾーン、歩く町とかね。そこに住んだら健康になる。車を

使わないから健康になる町とかいうのを逆手に取ってもっとＰＲするとかいう。いろ

んな考え方、物の見方もあると思うので考えていかれたらどうでしょうか。  

○井平協働まちづくり課長  



－21－ 

 協働まちづくり課長、井平です。ご意見ありがとうございます。  

 部会の中なのでご意見をいただきまして、区役所も頑張って発信はしているんです

けどなかなかやっぱり十分ではないという状況はあると思います。発信の内容の話も

今出ましたし、区役所が思いつかないようなユニークな情報であったりとかいうのは

部会でまた、聞きながら考えていきたいと思いますし。  

 あと情報の発信の仕方ですね。発信するツールも限られたところがあるんですけど、

そんなものをどういうふうに活用してやっていくかというのもまた引き続き、まちづ

くりのところでは部会でまた話をさせていただきたいなと思います。意見をいただき

ましたように他の部会でもそういった意見が活発になっていけばいいかなと思います

ので、よろしくお願いいたします。  

○小川議長 

 なかなか発信って難しいと思うんですけど、ポートタウン東、実はバスがめっちゃ

便利で三宮まで１本で走ってますかね。堺東とか堺まで１本とか。１５分ぐらいで堺

に行けるので。関空まで行けますし、実は便利で。多分、皆さんは知らなくて、三宮

からバスに乗ったら大体、僕ら夫婦二人とかＵＳＪでみんな降りてる。ポートタウン

東ですと言うたら、バスの運転手に驚かれるような、多分みんな知らんのやろうと思

うんですけど、発信力というのは難しいなというのと。先ほど、聞いていたらやっぱ

り東京の話も出ましたけど多分パイの取り合いなんです。子どもたちというか、保護

者の取り合いなので結局はどういう魅力があるかという、向こうのほうが選べるので

選ぶときにちゃんと引っかかるようにというのは多分、三木部会長がおっしゃられた

とおりのことだと思うんで、まちづくりもそうですし、教育もそうですし、防災もそ

うだと思うんで皆さんは知らないところ、僕はバスの話をしたんですけど知らなかっ

たと思うんで、小さいことですけどもちょっと町のことをアピールしながら発信でき

たらなと今、思いました。 

 ほかに何か、ご意見がありましたらお願いします。  
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 はい、高田委員、お願いします。  

○高田委員 

 すこやか・まちづくり部会の高田です。  

 ちょっと今、その話を聞きながら思ったんですけど、やり方は昭和かもしれないで

すけどね。またニュータウンみたいな、そういう特区みたいなのがあってもいいんじ

ゃないかなと思いました。若い人が集まるような、若い人に住んでもらう。そこで子

育てもしてもらうというような、そういう特区みたいなのをつくると何ですかね。ち

ょっと一目置かれるでしょうし、何か公団造ったらもうけになる、そうじゃなくて。

やっぱり時代に合わせたネットワークも当然あれですし電気の町って言ったらあれで

すけどトヨタがやってるようなそういった未来の町というのも含めながら若い人が集

まれる。そういう何て言うんですか、特区みたいなのができると今、僕も身近に近所

に土地が空いたら何か建つんですけど、やっぱりちっちゃい家とか、ちっちゃいハイ

ツとかが建つんですね。結局そこに住むのはひとり暮らしの人とか、あんまり地域に

関わらないような、若過ぎるんですけれど、やっぱりもうそこから何ですかね。ある

程度時間がたったらまた出てってしまうっていうような、そんな人ばっかりが集まっ

てきてる感じがしてます。だからそこへ、より子どもも一緒に行けるよというような、

何かそういった町というか。子ども会がどんどん減ってる中でもやっぱり子ども会を

復活させようとか、それぐらいの何か気合で特区ができると、ちょっと一目置かれた、

そういった若い人もちょっと行ってみようかな、住んでみようかなというのができた

らいいなと、ちょっと思いました。  

○小川議長 

 今の特区の話。 

○井平協働まちづくり課長  

 協働まちづくり課長、井平です。あまり詳しくはないんですけど特区的なことで言

いますと、やはり区役所単独ではなかなか難しいとこがあって、大阪市全体で関係局
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を巻き込む形になると思いますので、いただいたご意見を踏まえて、そういうふうに

動いていけるかどうか分からないですけど、そういったことも中では考えていければ

と思いますので、またご意見をいただければと思います。  

○小川議長 

 一応、住之江区も特区になってますよね。多分知らないかもしれないですけど「咲

洲ウェルネスタウン計画」というので、特区にはなってたと思います。  

○玉置副区長 

 すみません。住之江区役所副区長の玉置と申します。  

 今のお話のことでちょっと補足だけさせていただければと思っております。今、議

長のほうからもありましたけどウェルネスタウン計画というのは以前からありますと

いうことで。それに基づきまして、水都国際中高一貫校、全国初の。あるいは小中一

貫校とか、そういうことで先進的な教育的というようなことが柱の一つにもありまし

たので、そういうこともつくったりしているところでございます。  

 あと、大阪市の大きな流れで言いますと今、これはまだこれから始まろうとしてい

るところなんですが今皆様、ご存じのとおり大阪というのはキタとミナミというのは

すごく皆さん、誰もが知っておられるような大きなポイントになるような町がありま

すけれども、東西に関する地区を強化していこうということでヒガシ、城東区、大阪

城辺りであるとか、この住之江区でいいましたらニシ、夢洲あるいは咲洲、港区、大

正区の辺りですね。このちょうどベイエリアの辺り、此花区も含めてになりますけれ

どもここがですね、アフター万博も含めて、そのベイエリアのところをニシというふ

うな形で認知していただけるような新たなコンセプトによるまちづくりというのを今、

進めようと大阪市全体でも着手をし始めておりまして、私ども住之江区もその一翼、

一つというふうになっているところでございますので、ちょっとその点は補足という

ことでさせていただきました。以上でございます。  

○小川議長 
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 南港に来ていただいた方、子どもがやっぱり増えてますよね。小中一貫校・水都国

際は。水都国際で言うと金髪の子たちがいっぱいいます。自由なんです。やっぱり学

校に力を入れたら親ってそういうところを見てるんで、かなり遠いところからも来て

るみたいですけど。住んでいるわけではないですけど、やっぱりそういうのはすごい

なというのは僕らは肌で感じています。  

○勝原委員 

 南港にきれいな建物がいっぱいあるのは売りにしたらいいと思う。きれいやん。 

○小川議長 

 多分あれですよね。これからＩＲとか始まるから、そういうところでも多分住むと

ころとして働き手が住むところとして注目はされているみたいで。港区の方とか住之

江区で働き手の取り合いをするみたいな、そんな僕ら地元にいてたらそんなうわさも

ありますし。働く方が１万人以上要るということがあるので、そういう方たちが住む

というのも言われてますね。  

 はい。どうぞ。茶谷委員、お願いします。  

○茶谷委員 

 ＡＴＣ、この前本当に久しぶりに３日前にＡＴＣに行きまして、ＡＴＣの奥のあれ

何ですかね。あそこはどうなっているんですか。もう何か、昔あったものが全然なく

なっていて２階、３階以上５階ぐらいかな、以上先は何も入ってないみたいな、ゴー

ストエリアみたいになってて、ここって一体この先どうなるんだろうとか、ちょっと

久しぶりに行ってちょっと唖然としたんですけれども。新たに変わってて子どもの遊

び場ができてて、あれはすごくいい取組だと思いますし。うちの娘ですら知らなかっ

て、他区の人から教えてもらって「こんないいところがあるよ」って言われたという

ぐらいだったので。それこそ、ああいうのを発信してもっと誘致できたらいいなと思

いますし。とにかく子どもたちとか、皆さんが住之江区はいいとこやなと思って、来

てもらえるような取組がもっとできたらいいなと思いました。 
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○小川議長 

 ほかにご意見ありますか。 

 はい、三木部会長、お願いします。  

○三木部会長 

 区役所がＡＴＣに移転したらどうですか。 

○小川議長 

 そんな話、ありましたね。オスカーに移転という話ありましたね。 

○三木部会長 

 区役所がＡＴＣに移転して、ここは大きなマンションを建てるという計画があった

ようですね。 

○来馬ＩＣＴ・企画担当課長  

 ＩＣＴ・企画担当課長の来馬です。  

 即答はできませんが、ご意見としていただきます。ありがとうございます。  

○小川議長 

 中川委員、お願いします。  

○中川委員 

 私もポートタウンに住んでいます。ありがとうございます。私も議長もポートタウ

ンに住んでおります。ポートタウンの中には一応、小中一貫もあり、中高一貫もあり、

大学もあるという町なんですけど子どもたち大分減ってきてます。お年寄りが増えて

いるような町になってきてますけど。この間も地域交流会で、中高一貫の方が一応、

お祭りプロジェクトをつくってましてね。それがこの間１４日の日に、そのお祭りプ

ロジェクトが中心になって、お祭りをしました。一応、子どもまつりみたいなもんで

すけど割と盛況で、今回は一応連合町会が協力して盛り上げてやったんですけど。こ

れからもできたらいいなと思って、その新しい担い手として小中一貫の方がしてもら

えるというのはありがたいと思います。  
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 以上です。 

○小川議長 

 多分、中高一貫の方とか、あとは大学生とかで学生町会をつくっている。学生さん

たちで町会をつくっている。  

○中川委員 

 大学生のほうは、あっちの花の町とかあの辺を中心に行ってるんですが、海のまち

は初めて中高一貫の方が中心になられてお祭りをしたという。今後も続けていこうと

いう形でみんな協力してやるように、新しい担い手としてやってもらうと。地域交流

会でいろいろありましたね。だからそのプロジェクトの一つとして、同じところにお

るんやったら一緒にやりましょうよという形で盛り上げて、新しい担い手として。年

寄りばっかりなんでね、ちょっと若い子にも来ていただいて実行させていただきまし

た。 

○三木部会長 

 海外みたいにね、大学のある町は大学の教員が住む、レジデントがあったりマンシ

ョン、ドミトリー、寮があったり、学生寮があったり。住んでもらわないとあかんわ

ね。やっぱり住んでもらって、学生はやっぱり卒業していくんだけど次から次へ新し

い学生が入ってきてくれたら人口は保たれるし、もうちょっとこう住んでもらえるよ

うな環境づくりをポートタウンにつくったらいいんじゃないかなと思います。  

○小川議長 

 ありがとうございます。  

 まちづくりとかの子どもの話になっているんですけど、防災のほうで何かあれば、

ご意見ありますか。 

 茶谷委員、お願いします。  

○茶谷委員 

 防災とか災害のほうではなくて防犯のほうをちょっと聞きたかったんですけど。最
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近の犯罪、治安ですかね。犯罪の減少傾向にあるのか、どういった傾向にあるのかと

いうことと。 

 あと前回、私は違う部会にいたんですけどそのときに自動販売機に防犯カメラを設

置するという話があったと思うんですが、それがその後どうなったのかということと、

その防犯という意味で住之江区の取組がどういうところにあるのかというところをお

伺いしたいです。 

○戸井防災安全担当課長 

 防災安全担当課長の戸井と申します。ご意見ありがとうございます。  

 まず最初に防犯のところでございますけれども、実績としましては１９ページをご

覧ください。今６年度の実績にはなるんですけど、街頭犯罪発生件数ということで６

３４となってございます。 

 あと自動 販売機の件です。先ほど、おっしゃってましたけれども「みまもり自動

販売機」というのが今、住之江区に２件ほどございまして護国神社とコスモスクエア

のほうの西尾レントオールの歩道橋の辺に１件ございまして、そちらのほうに設置し

てございます。 

○茶谷委員 

 護国神社の中ですか。 

○戸井防災安全担当課長 

 中ですね。基本的に民間施設の中に今、設置しているということになっています。

すみません。追加で、建設局において公園の中にそういった自動販売機を設置してい

るところもございます。 

○中川委員 

 すみません。公園の自動販売機のところにカメラがついてる。あれは契約期限が来

たから撤去になっていると聞いているが。 

○玉置副区長 
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 すみません。失礼いたします。副区長の玉置でございます。  

 今、委員がおっしゃっておられることで私のほうも局の事業でありますけれども聞

いてございます。ちょっと今請け負っておられる事業者の方が辞退されるということ

で急遽、撤去みたいな形にはなるんですが。ただ、局のほうは再募集するというよう

なことでそういうふうな状況であるというふうに聞いてございます。  

○小川議長 

 ありがとうございます。ほか何か、ご意見ありましたらお願いします。  

 はい、太郎良委員、お願いします。  

○太郎良委員 

 防災・安全部会の太郎良です。よろしくお願いします。  

 すこやか・まちづくり部会さんのテーマの中なんですけども行事に新たな人に参加

してもらう工夫というところなんですけども。まずは学校であったりとか、地域でイ

ベントに来てくれているお父さん、お母さんですけどもこちらのほうに地道に声かけ

をしてみる。もしくは、ちょっとしたことの手伝いをしてもらって、そこから関わる

とかしているうちに入ってもらって、無理のない程度にやってもらいながら少しずつ

入ってきてもらうような形で、後で運営サイドのほうに入ってきてもらうような感じ

で少しずつですけれども、時間はかかりますけれども長期間、皆さん住まわれている

ので何かしら皆さんと関わる中での行事ごとにも参加しつつ、運営サイドに入っても

らうような形で進めていけば、定着してやっていけるんじゃないかなと思います。  

○小川議長 

 はい、今の意見に対して。  

 谷本委員、お願いします。  

○谷本委員 

 すみません。すこやか・まちづくりの谷本です。  

 今、おっしゃっていた学校行事とか、お祭りとかそういうので参加している保護者
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の方とおっしゃっていたんですけど。すみません、そういう保護者の方たちはもう既

にＰＴＡとか、そういうので役職を担っていたりする方が多くて。もう既に関わって

いる方がほとんどなんですね。そういうＰＴＡの方もなかなか次の人を探すのが大変

とかで、もう私の子どもたちが小さいときから抽選だったりとか、そういうので仕方

なくというふうになってたりとか。うちの住吉川小学校だったら、もうＰＴＡの委員

会というのがもう成り立たなくなったので、もう委員会自体を辞めて執行委員という

形で、できる人ができることをやるというような形にもう１０年以上前から変わって

いて。そんな感じでいろいろ変わってきているので、今イベントに参加している方は

もうかなり関わってくれてる方かなと思うので、そこをさらに踏み込んでもっと住之

江区の魅力を伝えるためにはどういったことをしたらいいのかというので、もうちょ

っと今関わりがないような方たち、ここに書いてあるんですけど、それこそもう高校

生とか大学生とか社会人であるとかいう若者の方たちに参加して、何か住之江区のた

めになるようなイベントとかをやって盛り上げられないかという話がこの間、出てい

ました。そういうのを実現するためには何をしたらいいかというのをこれから住之江

区の方と考えて、実施できるような状況にできたらいいなというふうに私は思ってい

ます。 

 あと、すみません。防災のことがちょっと私一つ気になることがあったんですけど、

街灯で白色と橙色の違いは何なんでしょうか。すごい白くて分かりやすい街灯と、オ

レンジ色の街灯があってオレンジ色って結構暗いんですよね。白いやつのほうが周り

がよく見えるんですけど、でも結構オレンジ色も見るんですけどあれはやっぱり替え

られないというか、何か理由があってオレンジ色だったりするんでしょうか。 

○小川議長 

 多分、つけているときの年度もあるんじゃ。街灯のほんまの電柱とかついているや

つは建設局とか、ここやったら港湾局のほうかな。もあるんですけど、多分そんな統

一性はないかも分からないですし。僕らやったら管理組合がつけているので、１個だ
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け青い街灯にしたら犯罪率が減るということで青くしたりとかやっているんですけど、

多分どこもそんなに統一はしてないし、水銀灯とＬＥＤでまた違うと思うので、結構

難しいかも分からない。 

○谷本委員 

 うちの前はオレンジなので、もうちょっと明るいのに替えてほしいな。  

○小川議長 

 一回、どこの所属か、持ち物なのか調べてみてください。  

 先ほど言われた太郎良委員の話は、多分敷居を低くって僕もよく町で言うんですけ

ど、敷居を低くして入っていただいてからいろんなことをやっていただくって、多分

どこの町も一緒で、子ども会のＰＴＡも多分全て一緒で。今、出てきていらっしゃる

方は皆さん同じようなことを経験されてるかなと思います。さらにステップアップっ

てすごい難しいと僕も自分で感じてまして、そういうところに出てきていただけない、

そもそも。先ほどあった中川委員が言ってたような中学生とか高校生、大学生、会社

員が入ってくれるというのはやっぱりすごい魅力だと思うんで、僕たちの子ども会の

行事はもう大学生が率先して、校庭キャンプであったりとか、そういうの全部やって

くれてたりするので、そういう関わりはすごい大事かなと思います。 

 太郎良委員、今のお話で。  

○太郎良委員 

 高校生・大学生・中学生っていうのはですね。青年部という形にして、まず祭りの

ときは１ブースを任せてしまうというのも一つの考えとして。そこから経験した中で

なったときに自分自身もこんなことができるんだという自信をつけてもらうのも一つ

なのかなと。そういうことで地域の活性化ができないかなと。 

○杉村部会長 

 多分、太郎良委員が言うてるのは清江でもう実施しているんです。清江のお祭りと

かで予算も全部子どもにつけて、全部子どもに任せて、子どもで１ブース全部任せて
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やらせているということで、そうすると子どもに自覚も持ちますし、また親というか

大人が入らずに子どもだけで全部決められるので楽しみも覚えて、子どもが参加する。

青年部という組織がしっかり固まってくるというのは、清江でうまいこと回り始めて

いるので、そういう意味ではそういう取組というのは今さっき委員からもお話のあっ

た若い子を呼び込むという意味では、大人が入って大人が何か意見するというんじゃ

なくて子どもに全部お金だけ渡して後は任せる、イベントを全部やってるんでその中

で子どもは一つのブースをちゃんと自分で成立させてねというのはうまくいき始めて

る成功事例として、多分太郎良委員が言いたかったことだと思います。  

○勝原委員 

 住之江連合の青年部も昔から地活からちゃんと予算を出してる。 

○杉村部会長 

 自分たちでやるほうが楽しいですね。 

○小川議長 

 僕たちも一緒で、青少年指導員やってるんですけど、そこの焼そばを焼くのを高校

生にもやらせてますけど、すごい楽しそうです。すごい誉めてあげるんですけど。

「むちゃくちゃおいしい」と言ってあげる。毎年来ます。 

 はい。高田委員、お願いします。 

○高田委員 

 元区ＰＴＡ会長からもちょっと思うところがあるんですけど。実は、ちょっとここ

最近、区ＰＴＡから抜けるという小学校さんが出てきていますので、やっぱりちょっ

とここはゆゆしき問題だなと思ってます。やっぱり人口が減る、お子さんが減る。関

心のあるお父さん、お母さんはほんまに来てくれます。やっぱりちゃんとお手伝いを

してくれるんですけど本当にありがたい。また、そこのお兄ちゃん、お姉ちゃんまで

連れてきて、それこそ一緒に手伝ってもらうというのはあります。何かもう家族ぐる

みなのかなという気もするんですけれども、でもその中でやっぱりだんだんとＰＴＡ
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って何やってるのというふうなことでなかなか知られてない。先ほども言いましたけ

どもくじ引でやったりとか、そんなんで決めるしかなり手がいないという状態はもう

本当に切実な状態ではあるんです。その中で、小学校とかが抜けていくとかなってく

ると、清江さんのこととなると、やっぱりこの区ＰＴＡで何かやろうといったときの

会議とか、そういったところのより所になるだろう。実は、こどもまつりがなくなっ

たのはちょっと気候の問題もあるんですけれども、やっぱりお手伝いするとなったと

きに結局、ＰＴＡのところにちょっと負担がやっぱり出てたんですよね。だから、そ

ういうのも加味しながら、それでも来てくれる人には本当にありがとうですし、それ

でもやっぱり来てほしいなというところは、もうどうやったらいいのかな。もう地道

に声をかけていくしかないんですけれど。でも、そこでちょっと先ほどの清江さんの

いいやり方とかいうのはむしろ取り組んでもいいかなとも思いますし、そういったと

ころって本当に地盤じゃないですか、まちづくりのね。そこをちょっとうまく何か、

それこそ後押しもありながら僕らもちょっと気持ちよくできる、楽しくできるという

ところをもっと見せていただけたらいいんじゃないかなと思っています。すみません。 

○小川議長 

 はい、茶谷委員、お願いします。  

○茶谷委員 

 今までのお話を聞いてて、参加したことのない人を呼び込んだり、青年局とかつく

るというので、来てもらう理由の一つとして防災にもつながるんですけれども、地域

の横のつながりをつくっておくことで、やっぱり有事のときに必ず全く知らない孤立

した家よりも地域と、社会と何かしらの関わりを持っていたら。やっぱり何か実際に

住之江区というのは非常に危険な地域でもありますし。そういうことを何か想像、さ

っきのビデオとか写真で見せるというのと同じ、つながるんですけど想像させる。口

で言うだけではなかなか伝わらないので、実際にこういうときに、こういうことをや

ってたら、こういういいことがあるんだよというのをより明確に何かイメージできる
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ような発信の仕方というのをやっていかないといけない。それをやることによって参

加してくれる人が、それやったら確かに参加してみようかな、ちょっとしたことから

というような形で気持ちも変わってくるのかなと思うので、そういう周知の部分で強

くしていただきたいというところと。 

 あと一つ、ちょっと聞きたかったのが街路樹とか電灯の問題なんですけれども、さ

っき谷本委員から出たその色とかではなくて、最近ニュースで街路樹が倒れてきて危

険というような問題が多々出てきてると思うんですけど、住之江区内でそういう危険

な地域があるのか、ないのか。もし分かれば教えていただきたいです。  

○井平協働まちづくり課長  

 最後の街路樹の話なんですけど、街路樹に関しては建設局の公園事務所が基本担当

しています。港湾エリアは港湾局がやるんですけど、いろんな事故を受けて建設局も

倒れそうな木、高木であったりとか、そういうのは植え替えていくという形で順次や

ってますので、今現在、住之江区でここが危険だというところはないと思っています

し、計画的に植え替えであるとか手入れというのはやっているというふうに聞いてお

りますので、そこは大丈夫かなと思います。もし何か、危なそうなというところがあ

れば言っていただいたらまた建設局に話をしていきます。よろしくお願いします。 

○小川議長 

 貴重なご意見、誠にありがとうございました。ちょっと時間となっておりますので、

何かご意見がある方がいらっしゃいましたら、お願いします。 

 はい、山中委員、お願いします。  

○山中委員 

 防災・安全部会の山中です。ちょっと地域の運営や取組事業、行事ごとについての

ことなんですが。これは、ちょっと何て言うか、疑問に思ったことなんですけど。こ

の地域の運営とか取組に関してのことなんですが、これって住之江区内の、住之江区

に住んでいる人じゃないとだめなものなんでしょうか。これはなぜかと言いますと、
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他の区の人とか本当に他府県の人とか極端な話、にも来てもらってやりたいと言う人

って、多分いてるはずだと思うんですよ。いや、でも住之江区民ちゃうからだめとい

うので、何か。来てやってもらったがゆえに、ここすごくいいことやってる。今度こ

っちに引っ越して、ここら辺に住みたいと思う方もいらっしゃるかもしれないじゃな

いですか。 

 これ何で、そう思ったかと言いますと、これ僕の町会の話になってくるんですけど

町会で餅つきやってます。ちょっと人がいないというので、つき手がいない。餅つき、

いっぱいつきたいけど男の人があんまりいないという話だったんで、じゃ僕、「知っ

ている人、つき手、こういうのやってるんでどうですかって発信したら多分やりたい

という人がめっちゃ来ますよ」と言うたけど、「いや、でも町会の人でないとあかん、

あかん」と言われたんですよ。いや、でもそれ矛盾してますやん、って。つき手がお

らへん。でも何か町会じゃないとあかん。どうしたらいいっていう話ですやん。で、

ほんまに住之江区民じゃないとあかんとか、その区切りがちょっとよく分からなくて。

別に、やりたいと言うてる人が他府県であろうが何であろうが、外国人であろうが別

にいいかなって思うんですけど、これどう思います、皆さん。 

○太郎良委員 

 私自身も住之江区民ではなく、元住之江在住でした。今、やってます青少年指導員

に関しましては、住之江区に在住・在勤ということであります。でも何かしらに参加

するに当たっては別に単位関係なくて、協力してくれてる人たちはしてくれたらいい

んじゃないかなと私は思います。 

○小川議長 

 その町会単位のところもあると思いますし、多分町会、僕らも町会長をやってます

けど、町会費を集金して、そのお金で運営しているのでという多分がちがちなところ

の意見で言うと、そういうところになるのかなと思うんですけど、そこは僕全然ね。

僕はウエルカムでやりますけど、ありがたいんでね。どんどん来てほしいんですけど、
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多分そこはちょっともしかしたら個別の単位によるかなと、地活協の単位によるかな

と思いました。 

 時間のほうも制約がありますので、ご意見・ご質問は以上とさせていただきます。

ありがとうございました。 

 それではここで、アドバイザーでお越しいただいております議員の方々より本日の

議題や全体委員からご意見につきまして、一言ずつご助言やご意見をいただきたいと

思います。 

 片山市会議員から順番にお願いいたします。  

○片山市会議員 

 片山です。お疲れさまでした。 

 先ほど、このＡ３の資料を見せていただきますと住之江区の予算の中で皆様のご意

見がどういうところに反映しているかということをこの色で示されているわけなんで

すけど。今回のこの会議の意義というのはこういうところにあるのかな。結局、区長

が今回の予算を考える上で、皆様のご意見を聴きながらつくってきた今回の予算にな

ったということでございます。そういう意味では、皆様にここまでよくやっていただ

いてということで、この後住之江区がやってきたことの報告とか検証をしていこうと

いうのが今回の会議の目的というふうに思っております。  

 しかしながら４億もあるのかと皆さん、思われるかと分かりませんが、ほとんど４

億のうちこの庁舎の関係とかの人件費ばかりで、区長が自由になるお金というのはほ

とんどないというのがこれまででございまして。しかしながら、藤井区長はよく頑張

っていただいておりまして、お金をかけずしていかに行政の活動とか実現するのかと。

よくやられているのは元銀行マンということもありまして、民間の企業をたくさんお

廻りいただいて、たくさんの企業からネットワークを組んで、民間の力を引き出して

この行政あるいは住民の方々にいろんなことをやっていただこう。例えば、食品ロス

の問題なんかもこの間やっていただきまして、卵が大量に余ると、倉庫で余るらしい
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ですね。それを子ども食堂の中に定期的に提供していこうということをこの住之江区

長がやられまして。僕が最初にその話を質疑させていただきましたけど、先ほども言

ってましたように違う財政・総務委員会の中で物すごく誉められていたといううわさ

を聞きましたですけれども。僕はまだ検証していないので分からないですが、そうい

ううわさも聞きまして。そういう意味で言うと、お金をかけずしてやるやり方も十分

あるということでございます。  

 先ほど、ちょっと中で出てた一番心配しているのは住民自治というか、自治会の力

が落ちてきた、あるいはＰＴＡの力が落ちてきた。それはやっぱり何て言うのかな。

やっぱりこういうことに参加しなければならないという意識がなかなか行かないのか

な。この間でも市会で議論になりましたのはね。大和川の水防の組合委員、これは住

之江区のどちらかというと大和川沿いの地域の方々によるんですけど、水防団員にな

っていただいたら日当がちょっと出るんです。日当とか出て、防災訓練とかそんなこ

とをやるわけなんですけど、土のうに砂を入れたりするんですけど実際大和川があふ

れそうになったときに土のうをこれから積んでやるような仕事をやっている場合では

ないと、私は思っておりまして。何をすべきかと言うと、「これから川が危ないよ、

おばあちゃんも早く逃げないとあかんよ」と、これをやっぱり水防団員の方々が、地

域にいらっしゃる方々がみんなで助け合っていかなければならない。これを行政区が

頑張る、あるいは消防署が頑張る。いやいや、そんな数到底皆さんに行き届かないの

で、それはもう住民自治というか皆さんで、みんなで助け合わなければならない仕事

でございますね。これが今、充足率７４％ということで、本当は１００％ないとあか

んのに７４％しか入っていただいてない。もう今回の議会でも住之江区長に何とか住

之江は水防団、１００％をめざして入ってもらうようにもう住之江区長に頑張ってい

ただきますと、この間も言うておりましてね。そういう、なかなかお金は、予算をか

けることはできないですけど、そのような工夫をこれからもやっていただきたいと思

います。 
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 それを皆さんでやっぱりこういう点はどうだろうとか、いろんなアイデアをこのよ

うな会議で言っていただくことがいいのかなと思いました。今回、予算もできてまい

りましたので、たくさんご協力いただきまして、ありがとうございました。また、今

後ともよろしくお願いします。ありがとうございます。  

○小川議長 

 ありがとうございました。  

 次に、岸本議員、お願いいたします。  

○岸本市会議員 

 お疲れさまでした。様々活発なご意見をいただきまして、私も参考にさせていただ

くことができます。ありがとうございます。  

 情報発信というテーマで様々ご議論いただいたと思うんですけれども、私もこの１

週間で同じ内容の相談が２件ありまして。いわゆる緊急通報システムなんですけれど

も高齢者のおひとり暮らしの方が、いざ、自宅で倒れたときにそのまま孤独死してし

まう可能性もあるから、この場合どうしたらええやろ。ほかの自治体だったら何かボ

タンを押したらつながるような、そういうのがあるから大阪市でもやってほしいとい

う相談を受けたんですけど。いや、大阪市もありますよということでね。緊急通報シ

ステムというのがあって、首からペンダントのように下げて、そのボタンを押したら

つながったりとか。今ではスマホのような形のもので、ひもを引っ張ったらつながる

よとか、そういうのもあるので。やっぱり大阪市としても様々いい事業とかシステム

とかは構築はしていただいているんですけれども、それを知っている人があまりにも

少な過ぎるなというのが。やっぱり、そういうところ情報もある程度発信はしていた

だいているんですけれどもそれが全く届き切っていないというところがもどかしいと

ころなんですね。だからこれを大阪市としてもそうですし、住之江区としてもやっぱ

りこんなことをやっているというのをいかに一人一人の市民・区民に届けていくのか

というのをやっぱり私自身も皆様と共に今後とも一生懸命、考えていきたいなという
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ふうに思った次第でございます。  

 情報発信ということで言えば、３月２６日からまた住之江区でもいよいよＡＩのオ

ンデマンドバスの実証実験が始まります。これもやっぱりしっかりと情報発信してい

かないといけないですし。どういうふうにすれば乗れるのかということもしっかりと

周知していかなければいけないというふうに思います。ただ単にバス停で立っとった

らバスが来るんかって、来ませんのでね。予約を入れないといけませんので、そうい

ったところからもしっかりと情報発信していって、実証実験なので多くの方に使って

いただいて、乗っていただかないといけませんので。そうすることによって、今設定

されているバス停ももっとここにあったらいいのにな、ああいうところにあったらい

いのになというお声が、それはしっかり届くようなシステムになってますので。例え

ば、ご自身のご自宅の前に、ここにバス停があったらいいのになと、利用する人が多

かったらそこにバス停ができたりとかもしますので。そういったことで、どんどん情

報発信していただければと思いますし。  

 あと４月１日からは自転車の青切符がスタートしますので、これもよく皆さん、勘

違いされてよく聞かれるのが４月１日から交通ルールが厳しくなるというふうに言わ

れる方がいらっしゃるんですけど、ルール自体は変わらないですね。今も厳しいのは

厳しいです。４月１日から青切符になるということなので、それもしっかりと周知・

徹底していかなあかんのかなというふうに感じた次第でございました。  

 あとは余談ですけど、先ほど防犯灯の白色とオレンジ色の、というお話があって、

これ諸説あるとは思いますし。私が聞いた限りでは、白色の防犯というか街灯は、は

っきり人の顔が見えるんだけれどもその近くしか見えへんと。オレンジ色の場合は、

はっきりとは顔は見えへんけれども遠くのほうに人がいてるのが分かるということで、

誰かがいてるというのが分かるのがオレンジ色のほうが遠くまで見えると。はっきり

とした顔が見えるのは、白色やったら顔まではっきり見えるけれども近くに来んと分

からへんという、そういう説明は受けたことがあったので。これも本当かどうか分か
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りませんけれども、私が初めて議員になったときにそういう相談があって、役所の人

に聞いたらそういう説明でしたので余談ですけれどもご報告させていただければとい

うふうに思いました。 

 本日は、どうもありがとうございました。  

○小川議長 

 ありがとうございました。  

 次に、木村議員、お願いいたします。  

○木村市会議員 

 お疲れさまでございます。私も小学校の子どもがおりますので、塾代助成事業の広

報についてなんですけれども、大阪市の小学校に通っている子どもを持ってる保護者

というのは「ミマモルメ」というアプリに全員入っていただいています。ここをちょ

っと使いたいなっていうのを思いました。  

 あと南港の話なんですけど、これまだ全然決まってないんですけど一応、大阪市と

してｅスポーツを誘致していこうという動きがありまして。今はまだ、どういう施設

を造ろうとか、こういう大会をしていこうとかいうのを話し合っております。もし、

実際にどこの場所がいいかとなった場合は、今でも私言っているんですけど、住之江

区は南港があります。ＡＴＣがあるんですって。あそこはやっぱり私は活用してほし

いです。なのでｅスポーツを持ってこれたらいいなって思ってます。  

 あと個人的には、キッザニアが入ったらいいなと。子どもが増えて、喜ぶなとか。

いろいろ考えております。  

 岸本先生のほうからオンデマンドバスの話があったんですけれども、ぜひ使ってい

ただきたいです。住之江区内だったら、どこまで乗っても２１０円ですので、ぜひ活

用していただきたいと思います。これもちょっと南港になってしまうんですけど、ポ

ートタウンですね。中を走るものだと思っていたら、今のところ外周なんですね。あ

れだけ広い敷地があって、外周というのはちょっと私、これどうかなと思っているん



－40－ 

です。ずっと走るバスでもないので、予約して呼んだら来てくれるというバスになる

ので、そんなにノーカーゾーンの中を走ったとしても予約があったときだけなので不

愉快な思いをさせないかなと思うんですけれども、その辺もちょっと住之江区長のほ

うにも頑張っていただいているということなので、市会のほうと一緒にできるだけ皆

様が住みやすいまちづくりをめざして頑張っていきたいと思いますので、本日は貴重

なご意見、ありがとうございました。  

○小川議長 

 ありがとうございました。  

 以上で議事を終わります。皆様方には、議事進行にご協力をいただき誠にありがと

うございました。 

 それでは事務局へお返しします。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 小川議長、ありがとうございました。  

 それでは最後に、藤井区長からご挨拶をお願いいたします。  

○藤井区長 

 本日も長時間にわたって貴重なご意見、活発なディスカッションをいただきまして、

どうもありがとうございました。  

 今日、出ていた話の中ですごく印象的なのが、やっぱりまず広報とか発信力という

ことで強めていかなければいけないと改めて思いました。区役所だけが広報を頑張る

んじゃなくて、例えば、民間企業にももっと広報を頑張ってもらうように私は強く背

中を押すということも併せてやりたいというふうに思いました。  

 ちょっと話は替わりますけど、先ほど先生方からＡＩオンデマンドバスの話があっ

たんですけど、これってすごく２４区で走りますけれども町の力が結構示されるかな

というふうに思っています。北区とか中央区とかは、極論ほっといても結構乗ると思

うんですけど此花区とか住之江区は、いい意味でちょっと危機感を持っております。
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利用があまり進まないと、いつまでもこれずっと走ってくれるかどうか分からない実

証実験なので。ただ、先ほど先生方からあったとおり２１０円で住之江区の端から端

まで行けるって結構すごいことだと思います。ただ、ちょっと条件付で朝９時から夜

７時までという、ちょっと通勤には使いづらいとか、飲んだ後は使いづらいとかなん

ですけど、どんどん意見をぶつけていけばいいんじゃないかと思っています。先ほど、

木村先生からもありましたとおり、何でポートタウンの中を走らないんだと、私はぷ

んぷん怒っておるんですけど。ただ、やっぱり最初のスタートはどうしても関係各局、

大阪府警とか警察とかを含めてスタートはやっぱりちょっと外周のバス停６か所ぐら

いだったかな、４って聞いてたけど見たら６か所ぐらいあったと思うんですけど、外

にバス停を設けるところから始めさせてくれということだったので、何でタクシーが

入れて乗合バスが駄目なのか、私はいまだに理解できてないんですけど。そうやって、

いや、もっと中を走ったほうが乗車が伸びるんですというのを地域の声として、どん

どん利用して、声をどんどん上げて、ぶつけていくというのが必要なのかなというふ

うに思っています。 

 今日の議論の中で、特区の話とかが出てきたんですけど、スーパーシティ特区が大

阪で、夢洲とうめきたが指定されてるんですけど、今後さらなる追加で、ちょっと不

確かな情報なので私も精査しようと思うんですけど、難波とか森ノ宮とか、あと何か

咲洲も候補の一つだということも聞いたこともありまして。スーパーシティって何か

と言うと、いわゆるＡＩとかビッグデータ等の先端技術を活用したまちづくりという

ことで、まさにＡＩオンデマンドバスってそうなんです。ＡＩの力で、アプリで予約

した人を最短コースをＡＩが弾き出して。無人運転じゃないんですけど、有人なんで

すけど最短コースをＡＩが弾き出してくれる。ただ時間ぴったりというわけにいかな

くて、１０分から１５分の誤差の中でたどり着けるようにＡＩが弾いてくれたコース

を行きますよと。なので、これもスーパーシティの一つの取組といえば取組なので、

住之江区の乗降客が少ないということがないように、そこは区役所も頑張って広報し
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ますし、ここにいらっしゃる皆さんもご協力いただいて、よい口コミを広げて、ぜひ

利用率を上げていきたいなというふうに思います。そういう意味で広報は本当に大事

だなというふうに思いました。「さざんか」も大事ですし、「さざんか」はあまりお

読みにならない若い方とかにもＳＮＳとかで届いていく仕組みというのも必要ですし、

もちろんオオサカメトロから発信して広報を頑張ってもらうというのも含めて。 

 あと、あれですね、４月から一応無人運転バスの、オンデマンドバスとはちょっと

違うんですけど無人運転のバスも住之江公園の車庫から住吉車庫まで走り出しますよ

という広報がメトロからありました。ただ、いきなり無人のバスが走るわけではなく

て有人から始めて、人を乗せずに走って秋ぐらいから試し試しやっていくというよう

な。それは、住之江公園と住吉車庫という２つの車庫が非常に近くて、途中で何か起

きたときにすぐ駆けつけられるという地の利がよいという、そういう利点があったん

ですけど、そうやって万博のレガシーが大阪市２４区で初めて実験されるというね。

住之江区って本当にそういう、結構すごい町だなと私は思います。  

 ちょっと話がそれちゃうんですけど。この前ＮＴＴドコモのオペレーションセンタ

ーのところに、南港に。多分皆さん、鉄塔、大きな塔、鉄塔は見たことあると思うん

ですけど入ったことはないと思うんですね。入ると、本当に宇宙戦艦ヤマトの地球防

衛軍みたいな感じなので、すごいんです。東京の品川に東日本全部を管轄してるのが

あって、沖縄から大阪まで、西日本はあそこで南港で全てコントロールして、電波状

況が悪いとそこから走るらしいです。だから能登の地震のときもあそこから何か車両

が出ていったりとか、万博で東口ゲートで人が殺到している、電波がつながらないと、

あそこから車が行って電波を飛ばしたとかですね。住之江って、広大な敷地があるか

らなのかもしれないですけど、本当にすごい施設があって。ただそれがあんまり知ら

れてないんだと。やっぱり広報不足だなというふうに思っています。それは、区役所

だけの不足というのではなくて、各社の努力不足もあると思うんですけどやっぱりそ

こは広報していかなきゃいけないというふうに思います。  



－43－ 

 続々といろんなものができていくんです。２０２７年からは旧住吉市民病院の跡地

に大阪健康長寿医科学センターというすばらしい大阪公立大学の附属なわけですけど、

認知症に特化した研究施設とか。この前、医院長になられる予定の方とお会いしまし

たけども地域と密着して、地域の方も受診していただけるような、そのような体制を

整えていきたいというようなお声もありました。そういうすばらしい施設が住之江区

に実際、来るわけですね。住吉一中の阪神高速に当たったぐらいのところかな、確か。 

 それとか、今日防災の話もありましたけども、南港に野鳥園の目の前のところに東

大阪市にある消防署の高度専門教育訓練センターというのが２０３１年なのでちょっ

と先なんですけど、あそこに大きな備蓄倉庫もできますし、防災の拠点になって、あ

そこでいろんなトレーニングとかも地域の人も受けられる。なので住之江区は、さっ

きのＮＴＴドコモもそうなんですけど、自動運転だとかオンデマンドバスとかも含め

て本当にいろんなメニューが目白押しで、すぐに短期的なものもあれば中期的、長期

的なものもあるんですけど本当に、私はもう住之江区ってボートだけじゃないという

ことはずっと言ってるんですけど、本当にすごいと思うんです。ただ、広報が足りな

いと思うので、そこはしっかり区も広報していくんですけど皆さんのよい口コミをど

うか広げていただいて。一番最初に、やっぱり皆さんと頑張りたいのはＡＩオンデマ

ンドバス、これをどうか軌道に乗せて区民の足として一つ定着させていければという

ふうに思います。 

 話せば、ちょっと切りがないんですけど、オオサカメトロがＬＵＵＰに出資をした

ということで、ＬＵＵＰのキックボードを含めた自転車ですね、シェアサイクル。Ｌ

ＵＵＰ以外にもハローサイクリングという黄色い自転車もありますし、自転車も非常

にこれから網羅性を高めて、住之江は縦の移動は便利でも横の移動が不便というとこ

ろをちょっと自転車で補おうと私、もともと思っていたんですけど、そこにＬＵＵＰ

のシェアサイクルも加わってくるんですが、やっぱり先ほど、岸本先生のお話もあり

ましたけどもやっぱりモラルというところが問われていて、ヘルメットは努力義務で
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はありますけど、当然、飲酒運転は駄目ですし、そういった正しい乗り方というとこ

ろもやっぱり広報で啓発していかなければいけない。区役所だけだとちょっと限界が

ありますので、どうか皆さんのお力もお借りしながら民間企業の広報の力もどんどん

助けてもらいながら広げていければというふうに思います。 

 本当に、皆さん前向きな今日もご意見をいただいたので、私もお聞きしながら今日、

途中でコメントはしないようにしたんですけど。私も頑張ってるつもりなんですけど、

まだまだだなってちょっと反省しました。なので、しっかり次に生かしてやっていき

ます。ただ、今結構具体的なお話ができたと思うんですけど、それを一つ一つ皆さん

と。区役所だけだとやっぱり力が足りませんから、議員の先生のお力、今ここにいら

っしゃる皆さんのお力、あと地域の皆さんのお力を借りながら一つ一つ実現していき

たい。まずはＡＩオンデマンドバスでね、住之江すごいなというような町に。別に、

メトロの利益を伸ばしたいというわけじゃないですけど、やっぱり高齢者の足の確保

とか、あと塾に行く子どもたちとか、使い道があると思います。２１０円で端から端

まで行けるってなかなかないですから。平野区とかは、うちの区より狭いんですけど

Ａ・Ｂと分かれてて、平野区は端から端まで行けないんです。途中で乗り換えなきゃ

いけない、ちょっと理由は分からないですけど。住之江区は２４区でやっぱり一番広

いということもあって、南港の先から住吉大社のほうまで来ても２１０円というメリ

ットがありますので、ぜひ、こういう時代の変化をうまくチャンスと捉えて、皆さん

と一丸となってやっていきたいと思います。 

 すみません。ちょっと長くなってしまいましたが以上でございます。引き続きよろ

しくお願いします。ありがとうございます。  

○岸田ＩＣＴ・企画担当課長代理  

 ありがとうございました。本日、ご議論いただきました内容を踏まえまして、令和

８年度住之江区運営方針の策定及び取組を進めてまいります。 

 最後に事務局から事務連絡がございます。次回の区政会議は、部会を５月頃、全体
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会を６月頃に予定しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして、令和７年度住之江区区政会議第３回全体会を閉会い

たします。 

 本日は長時間にわたり、誠にありがとうございました。  

以下余白 

 


